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私たちは何を結ぶのか

では何よりも傾聴が求められ、「お互いが
持つ多様な宗教的縁の覚醒と言葉の力が
人を結びつける」というお話はとても心
に残っている。最後、仏教者の吉水氏は
東京・山谷でのホームレス、子どもたち
の支援に取り組むなかで、仏教の目指す
ものは「支援」に止まるのではなく「支縁」
にあることを学んだという。氏は「支援」
とは本来何を意味するのかを考えるなか
で、「支縁」即ち様々な出会い、「縁」を
支援することにあると気付かれる。曰く、
仏教が結びつけるものは「仏と人」だけ
ではなく、「人と人」「宗教と宗教」「人と
居場所」「活動したい心と活動したい心」、
さらには「私とありのままの私の心」「過
去の自分と現在の自分と未来の自分」「死
者と生者」「現世と来世」まで拡がるとい
うお話であった。一つひとつ、事例を挙
げてのお話から私自身は大いに考えさせ
られた。冒頭の「おふでさき」の理解から、
人は様々なものとの出会い、結びによっ
て救けられると述べた。では私たちの信
仰にあっては何を結ぼうとするのか、「し
やハせをよきよふに」するのか、今一度
思案をしてみたい。吉水氏の思いを聞き、
私は大きな宿題をいただいた。
ところで今回、特に天理教麹町大教会

長の久保一元氏が、「天理教の教会とし
てのあり方―あたたかい家族のようなコ
ミュニティを目指して―」と題して報告
を行ったので、とても嬉しく聞かせてい
ただいた。また出席者の高い関心も窺わ
れた。内容は子ども食堂の取り組みを通
して、教会が地域の「ひとり親家庭」「高
齢独居老人」「在日外国人」とのご縁、出
会いが生まれ、そこから支援、おたすけ
へと結ばれているお話であった。久保氏
が今回のシンポジウムで発題した意義は、
「しやハせをよきよふに」のお歌の理解を
考え合わせるとき、決して小さなもので
はないと思いながら会場を辞した。

学生時代の話で恐縮だが、天理教の原
典である「おふでさき」を学び始めたころ、
しやハせをよきよふにとてじうぶんに　
みについてくるこれをたのしめ（二号 42）
というお歌の理解に困惑したことがある。
「幸せ」が「良くなる」とはどういうこと
か。本来、「幸せ」は人間にとって良いこ
とではないかと思ったからである。後日、
「しあわせ」は「仕合わせ」という表記で、
「めぐりあわせ」（『日本国語大辞典 第二版』
小学館）の意が第一義であることを知っ
た。さらに転じて「出会い」を意味する
ようになる。このお歌は「信仰の道に付
いてくるならば、様々な出会いや巡り合
わせが変わってくる」と理解すればどう
だろうか。人はその中で救けられること
を教えている。
ところで私は、去る 2月 17 日、国際宗

教研究所 ･ 上智大学グリーフケア研究所
（島薗進所長）主催の公開シンポジウム「支
え合う、はぐくむ、宗教の力」（会場 ･上
智大学）に出席した。冒頭、主催者から、「宗
教」（Religion）の由来は「再び」という
接頭辞 re と「結びつける」という ligare
であり、「つなぎとめる」「むすびつける」
という意味があり、今その本来の力が問
われているとの開催挨拶があった。
発題は、池田奈津江氏（弥生神社権禰宜）

が「宗教的縁とつながりの創出̶東日本
大震災の被災地から地域の神社へ̶」、ビ
スカルド篤子氏（カトリック大阪大司教
区社会活動センター）が「社会の谷間に
置かれた人びととの関わり」、吉水岳彦氏
（臨床仏教研究所研究員）が「ご縁をむす
んで、支え合い、はぐくみあう―仏教の
慈悲と支縁―」等であった。
どの報告も興味深いものであったが、

池田氏が東日本大震災被災者を「カテゴ
ライズするのは意味がない。生老病死が
全て苦であるわけでなく、喜怒哀楽のあ
る血のかよった人間」であること、そこ
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